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↓
こ
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〈
東
区
〉

！
織
田
作
之
助

「
夫
婦
善
哉
」

は
じ
め
に

織
悶
作
之
助
「
夫
婦
善
哉
」
（
昭
和
十
五
・
臨
、
「
海
風
」
）

に
お
い
て
、
物
語
の
舞
台
に
選
定
さ
れ
て
い
る
大
阪
は
ど
の

よ
う
に
措
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
川
上
自
加
里
は
、
こ
の
物
語
に
描
か
れ
た
大
阪
は

「
楼
小
で
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
幾
つ
も
の
居
住
互
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
柳
古
口
と
蝶
子
が
住

む
家
の
一
階
を
「
他
人
の
住
む
空
間
」
、
「
階
段
の
上
が
彼
ら

夫
婦
の
生
活
空
間
同
」
と
し
、
二
階
借
り
と
い
う
生
活
様
式
に

下
町
の
構
造
の
縮
図
を
見
出
し
て
い
る
。
加
え
て
、
登
場
人

物
の
家
族
形
態
を
も
と
に
、
市
電
・
鉄
道
、
梅
田
駅
と
ハ
官
僚 論

上

長

根

美

知

太

民日

崎
新
地
、
市
・
寺
・
遊
郭
に
わ
た
っ
て
、
物
語
内
の
〈
キ
タ
〉

と
〈
ミ
ナ
ミ
〉
を
分
類
し
て
い
る
（
1
）
。
ま
た
橋
本
寛
之
も
、

本
物
語
に
お
け
る
〈
キ
タ
〉
と
〈
ミ
ナ
ミ
〉
に
言
及
し
、
「
椀

士
口
と
蝶
子
と
の
問
に
は
画
然
と
し
た
境
界
線
を
引
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
柳
吉
は
自
分
の
居
住
匿
に
対
す
る
否

定
的
感
情
か
ら
、
蝶
子
を
媒
介
に
こ
の
境
界
線
を
越
え
て
、

ミ
ナ
ミ
へ
の
強
い
撞
憶
を
表
す
」
一
方
で
、
「
キ
タ
は
町
の
陰

の
部
分
と
し
て
一
倍
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
し
、
そ
の
構
造
を
柳

吉
と
蝶
子
の
心
情
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
〈
キ

タ
〉
を
切
り
捨
て
〈
ミ
ナ
ミ
〉
に
自
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
、

「
無
駄
の
な
い
簡
潔
に
し
て
印
象
的
な
」
「
柴
空
の
大
阪
」
を

つ
く
り
上
げ
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
2
）。
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こ
う
し
た
都
市
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
初
出
時
に
お
け

る
杉
浦
明
平
の
「
す
で
に
読
む
前
よ
り
し
て
私
は
か
う
い
ふ

小
説
に
無
縁
の
衆
生
一
人
で
あ
ら
う
と
考
へ
て
ゐ
た
が
、
読

み
終
へ
て
ま
す
ま
す
私
に
縁
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は

か
か
る
も
の
が
文
学
で
あ
る
と
一
度
も
考
へ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
」
（
立
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
、
風
俗
小
説
的
な
視

点
に
よ
る
評
価
軸
を
再
検
討
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

お
そ
ら
く
杉
浦
の
評
価
は
、
風
俗
小
説
が
表
面
的
な
リ
ア
リ

ズ
ム
に
傾
斜
し
、
小
説
本
来
の
虚
構
性
及
び
思
想
性
が
欠
如

し
て
い
る
と
指
摘
し
た
中
村
光
夫
『
風
俗
小
説
論
』
（
昭
和
ニ

十
五
・
六
、
河
出
書
一
房
）
の
先
駆
け
で
あ
り
、
風
俗
描
写
が

人
間
の
内
面
描
写
を
描
く
補
助
的
な
も
の
で
し
か
な
い
と
い

う
問
題
意
識
を
内
包
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
都
市
に
士
一
個
目

し
た
読
み
は
、
杉
浦
や
中
村
が
問
題
と
し
た
、
文
学
テ
ク
ス

ト
の
虚
構
性
や
思
想
性
を
め
ぐ
る
認
識
を
相
対
化
す
る
契
機

と
な
り
得
る
。

し
か
し
従
来
の
都
市
論
的
な
試
み
で
は
、
〈
キ
タ
〉
と
〈
ミ

ナ
ミ
〉
に
焦
点
化
し
、
テ
ク
ス
ト
内
空
間
を
二
項
対
立
的
に

捉
え
る
あ
ま
り
、
都
市
を
相
対
化
し
た
表
層
的
な
分
析
に
留

ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
方
で
は
、
風
俗
描
写
の
補
助
性

を
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

二
項
対
立
的
な
図
式
そ
の
も
の
に
疑
い
の
眼
を
向
け
た
い
。

「
夫
婦
善
哉
」
に
立
ち
現
わ
れ
る
大
阪
は
、
テ
ク
ス
ト
に
描

か
れ
た
人
物
と
適
合
す
る
よ
う
に
造
形
さ
れ
た
架
空
の
都
市

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は
、
現
実
の
都
市
と
の
照

合
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
テ
ク
ス
ト
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た

部
分
も
存
在
す
る
は
ず
だ
。

以
下
本
稿
で
は
、
テ
ク
ス
ト
に
立
ち
現
わ
れ
る
都
市
と
現

実
の
都
市
と
の
翻
舗
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
風
俗
描
写
は
、
単
に
補
助
的
な
存

在
で
は
な
く
、
都
市
と
人
間
と
を
深
く
間
関
連
付
け
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
〈
キ
タ
〉
と
〈
ミ
ナ
ミ
〉

の
問
題
点

「
夫
婦
哉
」
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
内
空
間
に
つ
い
て
、

梅
本
宣
之
は
「
主
人
公
の
二
人
が
熱
海
に
滞
在
し
た
一
時
期

を
除
い
て
、
柳
吉
の
実
家
が
あ
る
大
阪
の
梅
田
界
隈
（
キ
タ
）

と
、
蝶
子
の
実
家
が
あ
る
難
波
界
隈
（
ミ
ナ
ミ
）
を
主
要
な

舞
台
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
4
）
。
確
か
に
、
こ
の
テ

ク
ス
ト
に
お
け
る
主
な
舞
台
は
、
柳
士
口
の
実
家
、
が
あ
る
梅
田

周
辺
と
、
蝶
子
と
柳
吉
が
暮
ら
す
難
波
周
辺
と
の
〈
キ
タ
〉

と
〈
ミ
ナ
ミ
〉
に
二
分
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
領
域
を
中
心
に

物
語
は
展
開
さ
れ
る
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
こ
こ
で
改
め
て

テ
ク
ス
ト
が
示
す
〈
キ
タ
〉
と
〈
ミ
ナ
ミ
〉
を
確
認
し
た
い
。

ま
ず
〈
キ
タ
〉
は
、
次
の
三
つ
の
場
所
に
集
約
さ
れ
る
。
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①
梅
田
新
道
・
：
榔
の
実
家
が
あ
る
場
所
。

②
曾
根
崎
新
地
・
：
蝶
子
が
芸
者
と
し
て
働
く
。
柳
士
口
と
蝶
子

が
出
会
う
。
お
き
ん
・
金
八
と
知
り
合
う
。

③
梅
田
駅
・
：
柳
吉
と
蝶
子
が
駈
落
ち
す
る
場
所
。
市
外
へ
の

出
入
り
口
。

テ
ク
ス
ト
内
に
お
け
る
〈
キ
タ
〉
の
描
写
は
わ
ず
か
に
こ

の
三
つ
の
場
所
の
み
で
あ
り
、
北
は
梅
田
駅
か
ら
南
は
ハ
曾
根

崎
新
地
ま
で
の
極
め
て
狭
い
範
簡
で
あ
る
。
続
い
て
、
〈
ミ
ナ

ミ
〉
は
以
下
の
よ
う
な
場
所
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

④
上
塩
町
：
・
蝶
子
の
実
家
が
あ
る
場
所
。

⑤
日
本
橋
：
・
蝶
子
が
女
中
奉
公
と
し
て
働
く
場
所
。
椀
吉
と

蝶
子
が
二
階
借
り
し
、
蝶
子
が
ヤ
ト
ナ
（
二
回
目
）
に
出

る
場
所
。

⑥
黒
門
市
場
・
：
柳
士
口
と
蝶
子
が
二
階
借
り
し
、
蝶
子
が
ヤ
ト

ナ
（
一
由
自
）
に
出
る
場
所
。

⑦
千
日
前
・
：
柳
吉
が
一
一
一
カ
月
勤
め
た
剃
刀
屋
が
あ
る
場
所
。

③
高
津
神
社
坂
下
・
：
榔
吉
と
蝶
子
が
剃
刀
屋
を
開
業
し
た
場

所。⑨
飛
田
大
門
前
通
り
：
・
柳
吉
と
蝶
子
が
二
階
借
り
し
、

関
東

煮
・
果
物
屋
を
開
業
す
る
場
所
。

⑮
島
之
内
：
柳
古
が
通
院
し
た
華
楊
堂
病
院
が
あ
る
場
所
。

⑪
天
王
寺
・
：
柳
吉
が
入
院
し
た
市
民
病
院
が
あ
る
場
所
。

⑫
下
寺
町
：
・
椀
吉
と
蝶
子
が
カ
フ
ェ
を
開
業
す
る
場
所
。

⑬
道
頓
堀
・
新
世
界
な
ど
・
：
榔
士
口
と
蝶
子
が
食
べ
歩
く
、

る
い
は
柳
が
放
蕩
す
る
場
所
。

あ

〈
キ
タ
〉
に
比
べ
て
〈
ミ
ナ
ミ
〉
は
広
範
囲
に
及
び
、
北

は
島
之
内
か
ら
南
は
飛
田
大
内
通
り
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
本
テ
ク
ス
ト
で
は
〈
キ
タ
〉
の
南
限

で
あ
る
堂
島
川
周
辺
と
、
〈
ミ
ナ
ミ
〉
の
北
限
で
あ
る
長
堀
川

周
辺
を
境
界
線
と
し
た
テ
ク
ス
ト
内
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
図

1
1

三宅~
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し
か
し
、
〈
キ
タ
〉
と
〈
ミ
ナ
ミ
〉
を
二
項
対
立
の
図
式
に

田
収
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
外
の
部
分
を
後
景
化
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
橋
本
は
、
こ
の
作
品

を
「
点
」
と
「
線
」
の
物
語
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
近

代
的
な
交
通
網
に
よ
る
「
線
」
の
消
去
を
読
み
取
っ
て
い
る

（5
）O

確
か
に
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
は
様
々
な
国
有
名
詞
が
「
列

挙
」
さ
れ
て
お
り
（
6
）
、
「
線
」
が
欠
落
す
る
こ
と
で
「
点
」

と
「
点
」
の
物
語
を
形
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
点
」
を

集
約
し
て
〈
空
間
〉
と
し
て
の
意
味
を
与
え
る
枠
組
み
こ
そ

が
、
（
キ
タ
〉
と
（
ミ
ナ
ミ
〉
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
結
果
、
橋
本
が
指
補
す
る
通
り
、

「
線
」
の
部
分
、
す
な
わ
ち
〈
キ
タ
〉
と
〈
ミ
ナ
ミ
〉
の
問

、
が
消
失
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
間
」
を
実
際
の
地
図
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

そ
の
ま
ま
ほ
ぼ
「
東
一
区
い
に
当
た
っ
て
い
る
（
図

2
）
。
つ
ま

り
本
テ
ク
ス
ト
で
は
、
東
区
が
一
切
描
か
れ
て
い
な
い
の
だ
。

こ
の
省
略
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
榔
吉
と

蝶
子
は
（
一
度
、
穣
吉
も
椀
吉
の
実
家
を
訪
ね
て
い
る
）
、
何

度
も
〈
キ
タ
〉
と
〈
ミ
ナ
ミ
〉
を
往
復
し
て
い
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
そ
の
道
韓
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

図 Z
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そ
の
年
も
暮
に
近
づ
い
た
。
押
し
つ
ま
っ
て
何
と
な
く

慌
し
い
気
持
の
す
る
或
る
日
、
正
月
の
紋
附
な
ど
を
取

り
に
行
く
と
言
っ
て
、
側
割
同
制
剤
刺
剖
叫
割
ベ
叶
掛

け
て
一
行
っ
た
。
蝶
子
は
水
を
浴
び
た
気
持
が
し
た
が
、

行
く
な
と
い
う
一
言
葉
が
何
故
か
口
に
出
な
か
っ
た
。
そ

の
夜
、
宴
会
の
口
が
掛
っ
て
来
た
の
で
、
い
つ
も
の
よ

う
に
三
味
線
を
い
れ
た
ト
ラ
ン
ク
を
提
げ
て
出
掛
け
た

が
、
心
は
重
か
っ
た
。
（
略
）
や
っ
と
お
ひ
ら
き
に
な
っ

て
、
雪
の
道
を
飛
ん
で
帰
っ
て
み
る
と
、
椀
吉
は
っ

て
い
た
。
（
傍
線
者
、
七
八
頁
）

こ
の
物
語
に
お
け
る
時
間
設
定
は
、
大
正
四
年
か
ら
昭
和

十
年
頃
ま
で
と
特
定
で
き
る
｛
7
）
。
こ
の
当
時
、
梅
田
駅
と
難

波
駅
を
南
北
一
直
線
に
結
ぶ
御
堂
筋
は
ま
だ
開
通
し
て
い
な

か
っ
た
（
昭
和
十
二
年
全
貌
開
通
）
。
し
た
が
っ
て
梅
田
新
道

か
ら
日
本
橋
に
宝
る
に
は
、
大
江
掃
を
渡
り
、
淀
慮
橋
の
交

差
点
を
左
折
し
た
後
、
北
慎
二
丁
目
の
交
差
点
を
右
折
し
、

当
時
の
主
要
道
路
で
あ
る
堺
筋
を
真
っ
す
ぐ
南
下
し
て
い
く

ル
i
ト
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
8
）O

こ
の
ル
ー

ト
を
選
ん
だ
場
合
、
必
然
的
に
東
区
を
経
由
す
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
物
語
に
お
い
て
東
区
の
描
写

は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
〈
キ
タ
〉
と
〈
ミ
ナ
ミ
〉

の
通
り
道
で
あ
る
東
区
の

省
略
は
何
を
意
味
し
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
都
市
イ
メ

i
ジ

の
形
成
に
ど
の
よ
う
に
寄
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
一
、
消
失
す
る
壌
輿
！
東
墜

ニ

一

、

大

薮

域

東
区
の
東
側
に
位
置
す
る
大
阪
城
周
辺
は
、
陸
軍
発
祥
の

地
と
し
て
発
展
し
た
地
域
で
あ
る
。
明
治
二
年
、
兵
部
大
輔

に
就
任
し
た
大
村
益
次
郎
は
、
大
阪
を
軍
事
の
中
心
的
な
都

市
と
す
る
大
阪
軍
都
論
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
間
三

年
ま
で
に
は
、
兵
学
寮
青
年
学
会
（
の
ち
の
時
間
軍
士
宮
学
校
）
、

幼
年
学
舎
（
の
ち
の
臨
軍
幼
年
学
校
）
、
陸
軍
の
中
核
で
あ
る

障
室
所
（
の
ち
の
陸
軍
省
）
、
陸
軍
箪
底
学
校
、
教
導
隊
な
ど

の
養
成
機
関
が
次
々
と
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
四
年
に

は
、
東
京
・
仙
台
・
熊
本
に
並
ぶ
全
国
四
鎮
台
の
一
っ
と
し

て
、
大
阪
鎮
台
（
の
ち
の
第
四
師
団
）
が
設
け
ら
れ
た
。
こ

れ
は
内
問
閉
鎖
庄
を
目
的
と
す
る
七
大
隊
田
二

O
O
人
か
ら
成

る
兵
営
で
あ
り
、
近
畿
・
北
陸
・
中
国
・
西
患
に
わ
た
る
広

い
地
域
の
治
安
を
担
う
大
規
模
な
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

も
、
歩
兵
第
八
連
隊
（
明
治
一
一
一
年
）
、
歩
兵
第
七
旅
田
（
明
治

十
八
）
、
歩
兵
第
一
一
一
十
七
連
隊
が
次
々
と
整
備
さ
れ
、
近
代
の

大
阪
の
都
市
観
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
（
9
）
。
こ
こ
に
、
大

阪
城
周
辺
の
都
的
性
質
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
大
阪
城
周
辺
は
、
大
阪
の
近
代
工
業
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
し
て
も
い
た
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
こ
そ
が
、
明
治

一
二
年
に
設
置
さ
れ
た
造
兵
司
（
明
治
十
二
年
に
大
阪
砲
兵
工

廠
と
改
称
、
大
正
十
二
年
に
陸
軍
造
兵
廠
大
叛
工
織
と
再
度

改
称
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
主
に
、
建
国
車
の
需
要
に
応
じ
て

大
砲
や
砲
弾
、
軍
用
車
両
な
ど
の
製
造
を
行
っ
て
い
た
。
後

年
、
こ
の
大
阪
砲
兵
工
廠
（
以
下
、
砲
兵
工
廠
と
す
る
）
に

つ
い
て
、
開
高
健
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

大
阪
市
東
区
杉
山
町
。
こ
こ
に
は
、
も
と
、
陸
の
砲

兵
工
廠
が
あ
っ
た
。
戦
争
中
、
日
本
に
は
七
つ
の
兵
器

工
場
が
あ
っ
た
。
（
略
）
そ
し
て
こ
の
七
つ
の
う
ち
、
大

阪
陸
軍
造
兵
廠
〔
論
者
柱
、
昭
和
十
五
年
に
隙
軍
造
兵

廠
大
板
工
臓
を
改
称
〕
は
も
っ
と
も
規
模
が
大
き
か
っ

た
。
ほ
と
ん
ど
日
本
最
大
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る

ま
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
で
お
そ
ら
く
最
大
の

兵
器
庫
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
（
印
）

明
治
政
府
は
、
蕗
欧
先
進
諸
国
の
高
い
技
術
水
準
に
追
い

つ
く
た
め
に
、
採
算
を
度
外
視
し
た
巨
額
の
投
資
を
続
け
た
。

加
え
て
砲
兵
工
廠
側
も
、
西
欧
諸
掴
の
優
れ
た
技
術
を
意
欲

的
に
吸
収
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
砲
兵
工
廠
は
明
治
初

期
の
早
い
段
階
で
民
簡
を
は
る
か
に
凌
ぐ
技
術
力
を
保
持
し

得
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
日
清
・
日
露
両
戦
争
を
経
る

こ
と
で
、
そ
の
設
備
は
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え

ば
大
正
八
年
に
は
、
当
時
は
ま
だ
民
間
で
は
力
量
の
及
ば
な

か
っ
た
大
口
径
の
鉄
管
を
大
量
に
鋳
造
し
て
お
り
、
そ
の
技

術
水
準
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

こ
の
砲
兵
工
廠
の
高
度
な
技
術
は
、
次
第
に
民
間
工
業
へ
と

波
及
し
て
い
く
。
特
に
、
新
設
工
場
数
が
激
増
し
た
第
一
次

世
界
大
戦
期
に
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
受
注
し
た
弾
丸
・
信
管
を
、

技
術
指
導
を
含
め
て
民
間
に
下
請
け
す
る
な
ど
、
大
阪
は
砲

兵
工
廠
と
民
間
企
業
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
、
東
洋
一
の
「
煙

の
都
」
へ
と
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
敷
地
面
積
三
十
五
万

六
千
五
百
坪
、
最
盛
期
に
は
お
よ
そ
七
万
人
の
労
働
者
が
従

事
し
て
い
た
抱
兵
工
廠
は
、
名
実
と
も
に
東
洋
一
の
兵
器
製

造
工
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
阪
に
お
け
る
近
代
工
業
の
指

導
的
立
場
に
あ
っ
た
の
だ
（
与
。

以
上
の
よ
う
に
大
阪
城
照
辺
は
、
陸
出
阜
発
祥
の
地
と
し
て

の
強
大
な
軍
事
的
機
能
、
さ
ら
に
は
砲
兵
工
廠
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
近
代
工
業
の
中
核
を
祖
う
軍
都
・
大
阪
の
中
枢

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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ニ
・
一
一
、
船
場

東
側
の
大
阪
城
に
対
し
て
東
区
の
西
側
に
は
、

周
聞
を



川
・
堀
・
構
に
よ
っ
て
固
ま
れ
た
船
場
と
呼
ば
れ
る
地
が

広
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
形
に
あ
っ
た
船
場
は
大
阪
城

の
城
下
町
と
し
て
開
発
さ
れ
、
東
横
堀
川
・
西
横
堀
川
（
現

在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
）
の
両
河
川
を
通
じ
て
物
資
の

流
通
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
『
一
言
経
卿
記
恥
（
元

禄
三
年
）
に
「
セ
ン
ハ
町
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃
に
は
既
に
船
場
の
原
型
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

窺
い
知
れ
る
（
日
。
以
後
、
近
世
の
大
阪
で
は
、
問
屋
や
両
替

商
に
代
表
さ
れ
る
高
品
流
通
が
大
阪
城
と
大
阪
湾
を
結
ぶ
東

西
の
通
り
に
沿
っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
、
近
世
的
な
経
済
が
支

記
す
る
場
日
〈
通
り
〉
、
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
商
業
の
町
と
し
て
の
側
面
は
、
明
治
以
降
も
継
承
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

試
み
に
大
正
十
三
年
時
の
高
人
分
布
を
見
る
と
、
衣
装
装

身
具
・
問
材
料
販
売
業
（
二
五
九
二
）
、
化
粧
品
雑
貨
販
売
業

（
七
三
八
）
、
紙
・
紙
製
品
販
売
業
（
ニ
八
四
）
薬
品
染
料
販

売
業
（
五
九
九
）
、
媒
介
周
旋
業
（
一
一
二
八
）
は
東
区
が
最
多

で
あ
り
、
一
人
当
た
り
の
平
均
納
税
額
に
お
い
て
も
十
三
業

種
で
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
納
税
者
の
多

数
が
船
場
に
住
居
を
構
え
て
い
た
（
目
。
こ
こ
か
ら
、
船
場
は

卸
売
を
中
心
と
し
た
商
業
の
街
へ
と
姿
を
変
え
て
い
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
大
正
期
は
、

大
規
模
商
業
の
発
達
に
よ
り
、

百
貨
店

が
躍
動
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ら
百
貨
店
の
う
ち
、
一
一
越

（
高
一
麗
矯
）
と
白
木
監
（
備
後
町
）
は
と
も
に
船
場
に
あ
っ

た
。
開
業
当
初
の
百
貨
店
は
、
高
級
品
・
議
沢
口
？
を
取
り
扱

う
敷
居
の
高
い
活
で
あ
っ
た
。
し
か
し
擦
東
大
震
災
以
後
、

日
用
品
販
売
の
推
進
や
土
足
入
場
の
採
用
な
ど
、
新
し
い
商

業
形
態
を
確
立
し
て
い
っ
た
（
日
。
百
貨
店
を
中
心
に
、
人
々

の
暮
ら
し
は
近
代
色
な
幣
び
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
船
場
は
、
金
融
業
が
集
中
す
る
街
で
も
あ
っ
た
。

明
治
二
十
六
年
の
銀
行
条
例
の
制
定
を
受
け
て
、
大
阪
の
銀

行
数
は
激
増
し
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
住
友
・
鴻
池
・

山
口
・
北
演
な
ど
の
大
銀
行
を
含
め
た
多
く
の
銀
行
が
始
場

に
立
地
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
の
後
、
銀
行
数
は
変
動
し

て
い
く
も
の
の
、
船
場
は
依
然
と
し
て
銀
行
が
立
ち
並
ぶ
金

融
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
銀
行
の
周
辺
に
は
、
ピ
ル

ブ
ロ
ー
カ
！
・
誌
券
会
社
が
立
ち
並
び
、
船
場
は
一
大
金
融

釘
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
っ
た
〈
当
。

こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
「
天
下
の
台
所
」
の
中
心
で
あ
っ

た
船
場
は
、
大
阪
の
荷
業
を
表
象
す
る
存
夜
で
あ
り
な
が
ら

も
、
新
た
な
商
業
の
街
へ
と
変
貌
し
て
い
た
の
だ
。
同
時
代

資
料
の
中
に
は
、
こ
の
当
時
の
船
場
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

つん口可U

船
場
の
中
で
も
、
北
方
の
中
之
島
に
接
す
る
北
漬
か
ら



今
橋
、
高
麗
橋
に
か
け
て
の
一
角
は
、
昔
の
金
相
場
、

秤
陸
、
両
替
店
な
ど
の
名
残
が
銀
行
、
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ

ー
、
交
信
所
な
ど
の
大
建
築
物
と
な
っ
て
、
船
場
と
い

ふ
よ
り
も
、
大
阪
の
町
の
中
で
、
最
も
カ
強
い
、
立
派

な
近
代
都
市
の
建
築
層
を
つ
く
り
出
し
て
ゐ
る
。
中
之

島

l
北
演
、

l
堺
筋
、
ー
高
麗
橋
、
南
北
線
！
こ
の
一

画
は
、
大
紋
に
お
け
る
大
建
築
物
の
集
合
す
る
と
こ
ろ

と
し
て
、
恐
ら
く
代
表
的
な
も
の
で
あ
ら
う
。
（
同
）

右
の
通
り
、
昭
和
初
期
の
船
場
は
、
福
北
を
結
ぶ
主
要

道
路
・
堺
筋
に
沿
っ
て
近
代
的
な
高
層
建
築
が
立
ち
並
ぶ
、

い
わ
ば
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
街
で
あ
っ
た
の
だ
（
口
。
し
た
が
っ
て

船
場
は
、
商
業
・
金
融
業
、
さ
ら
に
は
高
級
住
宅
街
、
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
街
に
言
い
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
近
代
的
な
エ
ッ
セ

ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
た
大
阪
髄
一
の
街
で
あ
り
、
「
キ
タ
」
と
「
ミ

ナ
ミ
」
を
結
ぶ
、
近
代
的
な
経
済
が
支
配
す
る
場
H

〈筋〉

の
中
核
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

一
－ 2・
一一一、
延
携
す
る
〈
葉
区
〉

南
北
の
〈
筋
〉
が
発
展
す
る
こ
と
で
、
東
区
は
近
代
の
大

販
の
象
徴
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、

経
済
状
況
と
そ
れ
に
伴
う
労
働
運
動
に
よ
っ
て
、
〈
東
毘
〉
が

大
阪
全
体
を
席
巻
し
て
い
く
点
で
あ
る
。
大
正
初
期
の
大
阪

は
、
銀
行
が
密
集
す
る
船
場
を
中
心
に
、
日
露
戦
争
後
の
不

況
に
よ
る
小
恐
慌
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
経
済
状
況
を
打
破

し
た
の
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
軍
需
景
気
で
あ
る
。

特
に
、
軍
需
工
業
の
熟
練
工
な
ど
は
多
額
の
収
入
を
得
て
、

成
金
と
な
る
者
が
続
出
し
た
。
し
か
し
大
戦
後
の
反
動
に
よ

り
、
経
済
は
再
び
下
火
に
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
経
済
の

激
し
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
、
砲
兵
工
廠
や
船
場
の
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
街
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
（
目
。

時
合
同
じ
く
し
て
、
労
働
運
動
も
活
発
な
動
き
を
見
せ
る
。

大
正
四
年
、
労
働
総
向
盟
の
前
身
で
あ
る
友
愛
会
の
大
阪
支

部
が
結
成
さ
れ
た
の
を
端
緒
に
、
そ
の
動
き
は
次
第
に
盛
ん

に
な
っ
て
い
っ
た
。
労
働
運
動
は
そ
の
後
、
同
六
年
の
ロ
シ

ア
革
命
、
翌
年
の
米
騒
動
を
経
て
本
格
化
し
て
い
く
（
目
。
砲

兵
工
臓
に
お
い
て
も
、
大
正
八
年
に
労
働
組
合
「
向
上
会
い

が
結
成
さ
れ
た
。
向
上
会
は
、
結
成
当
初
か
ら
普
通
選
挙
運

動
に
取
り
組
み
、
翌
年
に
は
東
京
砲
兵
工
廠
と
連
携
し
て
官

業
労
働
総
同
盟
を
結
成
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
に
は
、
約
五

千
人
の
労
働
者
が
中
之
島
公
園
4

天
王
寺
公
園
開
を
行
進
し

た
大
阪
初
の
メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
総
指
揮
者

を
向
上
会
会
長
・
八
木
信
一
が
務
め
て
い
る
（
却
）

0

一
連
の
労

働
運
動
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
砲
兵
工
廠
は
、
大
阪
に
お

け
る
労
働
運
動
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
戦
争
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
状
況
、
労
働

運
動
な
ど
様
々
な
情
勢
が
混
じ
り
合
い
混
濁
し
て
い
た
時
期

こ
そ
が
テ
ク
ス
ト
内
に
描
か
れ
た
時
代
で
あ
り
、
〈
東
狂
〉
は

ま
さ
に
そ
の
渦
中
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
夫

婦
善
哉
」
に
は
こ
れ
ら
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
る
で
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
実
の
都
市
・
大
阪
と
は
異
な
る
「
架
空
の
町
」
大
阪
が
、

一
ア
ク
ス
ト
の
中
に
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

物
語
の
中
心
で
あ
る
は
ず
の
「
キ
タ
」
と
「
ミ
ナ
と
こ
を
も

歪
め
、
当
時
の
大
阪
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
側
医
を
削
ぎ
落
と

し
て
し
ま
う
。

一
一
一
、
歪
め
ら
れ
た
『
キ
タ
」
と
吋
ミ
ナ
ミ
」

＝
一
・
…
、
新
巽
の
欝

i
〈
キ
タ
〉

大
阪
の
近
代
経
済
を
象
徴
す
る
〈
東
庇
〉
の
省
略
は
、
〈
筋
〉

と
い
う
経
済
色
が
排
除
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
内
空
賠
を
撲
出
す

る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
〈
キ
タ
〉
は
、
主
に
柳
士
口
の
出

身
地
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
柳
士
口
は
「
中
風
で
寝
て
い
る

父
親
に
代
っ
て
」
「
理
髪
活
向
き
の
石
鹸
、
ク
リ
ー
ム
、
ポ
マ

ー
ド
、
美
顔
水
、
ふ
け
と
り
な
ど
の
卸
問
屋
」
を
経
営
し
て

そ
の
働
き
ぶ
り
は
「
厚
子
を
着
た
柳
吉
が
丁
稚
相
手

い
る
。

に
地
方
送
り
の
碕
造
り
を
監
督
」
す
る
ほ
か
、
「
耳
に
挟
ん
だ

筆
を
と
る
と
、
さ
ら
さ
ら
と
帳
面
の
上
を
走
ら
せ
、
や
が
て
、

そ
れ
を
口
に
く
わ
え
て
算
盤
を
弾
く
そ
の
姿
が
い
か
に
も
甲

斐
甲
斐
し
く
見
え
」
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
〈
キ
タ
〉

に
お
け
る
柳
育
は
、
そ
の
商
才
を
十
分
に
発
捧
し
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
商
業
形
態
は
、
近
世
に
お
け
る
問

屋
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
。
近
世
の
大
阪
は
「
諸
国
取
引

第
一
之
場
所
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
相
場
が
全
臨
各
地
の
相

場
を
決
定
す
る
全
国
的
な
高
品
流
通
の
中
心
で
あ
っ
た
。
大

販
に
集
ま
っ
た
各
地
の
物
産
は
、
問
屋
、
仲
間
実
、
仲
介
入
を

経
て
市
中
の
小
売
人
や
諸
国
の
商
人
に
販
売
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
大
阪
は
、
数
多
く
の
問
屋
が
軒
を
連
ね
る
間
崖
都
市
で

あ
っ
た
（
幻
）
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
柳
吉
は
、
近
世
的
な
〈
通

り
〉
の
商
業
形
態
に
よ
る
「
商
い
」
を
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。し

か
し
興
味
深
い
こ
と
に
、
立
派
に
「
商
い
」
を
す
る
柳

吉
は
、
金
銭
を
管
理
す
る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
な
い
。
榔
士
口

は
父
親
に
代
わ
っ
て
店
を
切
り
題
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

家
長
で
あ
る
父
か
ら
家
計
を
伍
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。

こ
の
点
に
つ
い
て
川
上
は
、
梯
士
口
の
実
家
に
お
け
る
家
父
長

権
の
強
大
さ
を
指
構
し
、
「
キ
タ
に
生
活
し
て
い
て
も
、
一
一
一
ト

歳
に
も
な
っ
て
父
親
と
い
う
権
力
行
使
者
に
従
う
こ
と
し
か
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で
き
な
い
柳
吉
は
こ
の
先
、
強
大
な
家
長
権
や
父
擦
を
揚
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
与
。
確
か
に
、
柳
士
口
の

父
親
は
「
寝
付
く
と
き
忘
れ
ず
に
、
銀
行
の
通
帳
と
実
印
を

蒲
団
の
下
に
臨
」
す
た
め
、
「
柳
吉
も
手
の
つ
け
よ
う
が
な
」

い
。
そ
の
た
め
柳
吉
は
、
「
得
意
先
の
理
髪
店
を
駆
け
廼
つ
て

の
集
金
だ
け
で
細
か
く
や
り
く
り
」
す
る
が
、
「
み
る
み
る
不

義
理
が
嵩
ん
で
」
し
ま
う
。
螺
子
と
駆
け
落
ち
す
る
の
も
、

わ
ざ
わ
ざ
東
京
に
ま
で
「
集
金
す
べ
き
金
」
を
集
め
に
行
く

た
め
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
〈
キ
タ
〉
は
、
柳
吉
の
「
金
融
」

能
力
を
奪
い
取
っ
て
し
ま
う
。

こ
こ
で
言
う
「
金
融
」
と
は
、
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、

銀
行
や
株
式
に
よ
る
近
代
的
な
経
済
活
動
を
意
味
す
る
。
そ

し
て
実
際
の
「
キ
タ
」
は
、
こ
の
近
代
的
な
経
済
の
シ
ン
ボ

ル
が
散
見
さ
れ
る
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
、
権
問
新
道

か
ら
大
江
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
の
場
所
に
建
つ
日
本
銀
行
大
阪

支
店
（
明
治
三
十
六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
手
形

の
買
い
入
れ
や
地
金
銀
の
売
買
、
国
庫
金
の
取
り
扱
い
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
大
阪
の
金
融
機
関
の
中
枢
で
あ
っ
た
。
日
銀

支
店
か
ら
道
路
を
挟
ん
で
反
対
側
に
は
、
府
立
図
書
館
（
明

治
三
十
七
年
）
と
公
会
堂
（
大
正
七
年
）
が
並
立
し
て
い
る
。

前
者
は
当
時
の
住
友
財
閥
総
帥
・
住
友
吉
左
密
門
、
後
者
は

大
阪
株
式
取
引
所
の
仲
買
人
・
岩
本
栄
之
助
の
寄
付
を
も
と

に
建
設
さ
れ
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
経
済
的
に
成
功
し
た
人

物
で
あ
り
、
両
者
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
建
築
物
は
、
大
阪

の
経
済
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
銀
行
間
の
手
形
交
換
を
請

け
負
う
大
阪
手
形
交
換
所
（
大
正
十
一
年
）
、
大
阪
の
銀
行
業

者
に
よ
る
例
会
を
行
う
大
阪
銀
行
集
会
所
（
明
治
西
十
年
）
、

さ
ら
に
は
貨
幣
の
鋳
造
を
担
う
造
幣
局
（
明
治
十
年
）
が
存

立
し
て
い
た
（
幻
）
。

こ
の
よ
う
に
「
キ
タ
」
は
、
近
代
的
な
経
済
に
関
連
す
る

建
造
物
が
立
ち
並
ぶ
新
興
の
衝
で
あ
り
、
こ
こ
に
〈
筋
〉
の

性
質
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
る
と
柳
吉
は
、
こ
の
「
キ

タ
」
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
も
、
（
筋
〉
と
は
か
け
離
れ
た
、

い
わ
ば
〈
通
り
〉
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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一
一
一
・
ニ
、
混
沌
の
街

l
「
ミ
ナ
ミ
』

次
に
、
テ
ク
ス
ト
の
主
な
舞
台
で
あ
る
〈
ミ
ナ
ミ
〉
を
見

て
い
き
た
い
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
テ
ク
ス
ト
に

お
い
て
〈
ミ
ナ
ミ
〉
は
、
柳
吉
と
螺
子
の
生
活
空
間
と
し
て

拙
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
蝶
子
の
実
家
に
つ
い
て

触
れ
て
お
こ
う
。

蝶
子
の
実
家
は
、
「
路
地
の
入
口
で
牛
芳
、
苧
、
一
一
一
ツ
葉
、

蹄
務
、
紅
生
菱
、
鰯
、
鰯
な
ど
一
一
線
天
婦
羅
を
揚
げ
て
商
っ

て
」
い
る
こ
と
か
ら
、
近
世
的
な
揃
い
に
よ
り
生
計
を
立
て



て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
と
も
に
暮
ら
す
種

吉
と
お
炭
と
の
間
に
は
、
経
済
的
な
視
点
に
お
い
て
差
異
が

見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
種
吉
は
「
味
で
売
っ
て
な
か
な

か
評
判
よ
か
っ
た
が
、
そ
の
た
め
損
を
し
て
い
る
」
一
方
で
、

お
辰
が
揚
げ
る
天
婦
羅
は
「
存
分
に
材
料
を
節
約
」
し
て
お

り
、
種
世
口
が
「
一
局
身
の
狭
い
想
い
」
を
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
蝶
子
の
も
と
に
「
向
童
損
丁
の
材
木
農
の
主
人
か
ら

槌
分
と
良
い
話
が
あ
っ
た
」
と
き
、
お
辰
が
「
思
い
が
け
ぬ

虫
色
が
出
た
」
の
に
対
し
て
、
積
士
悶
は
「
ゆ
く
ゆ
く
は
妾
に

し
ろ
と
の
位
が
読
め
て
」
「
う
ん
と
一
言
」
わ
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
お
炭
は
、
ご
」
っ
そ
り
郵
便
局
の
簡
易
養
老
保
険
に
一
円
掛

け
で
」
加
入
し
て
い
た
こ
と
が
死
後
に
判
明
す
る
。

と
こ
ろ
で
大
阪
の
生
命
保
険
は
、
明
治
十
四
年
、
明
治
生

命
保
険
金
社
大
阪
出
張
所
が
東
区
伏
見
町
に
設
立
さ
れ
た
こ

と
に
端
を
発
す
る
。
後
年
に
は
帝
国
生
命
保
険
会
社
大
阪
支

蔚
（
明
治
二
十
一
年
）
や
日
本
生
命
保
険
会
社
（
同
年
）
が

と
も
に
東
包
内
に
開
業
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
明
治
中
期
の

大
阪
は
生
命
保
険
会
社
の
乱
立
時
代
を
迎
え
る
（
担
。
す
な
わ

ち
生
命
保
険
は
、
近
代
以
降
に
普
及
し
た
〈
筋
〉
の
産
物
で

あ
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
た
お
震

は
、
近
代
的
な
〈
筋
〉
の
性
質
を
備
え
た
人
物
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
お
民
に
対
し
て
、

蝶
子
は

「
見
っ
と
も
な
い
と
も
哀

れ
と
も
思
っ
て
し
ま
う
。
他
方
で
種
吉
に
つ
い
て
は
、
柳

吉
と
重
ね
合
わ
せ
て
「
し
ん
み
り
父
親
の
油
惨
ん
だ
手
を
思

い
出
」
し
、
榔
吉
に
対
し
て
「
情
緒
が
出
」
る
。
こ
う
し
て

蝶
子
は
〈
筋
）
的
な
も
の
で
な
く
、
〈
通
り
〉
の
性
質
に
惹
か

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
育
っ
た
蝶
子
は
、
彼
女
白
出
身
も
ま

た
〈
通
り
〉
の
人
物
と
し
て
成
長
し
て
い
く
。
そ
れ
が
最
も

端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
の
は
、
蝶
子
の
貯
蓄
能
力
で
あ
ろ
う
。

そ
の
様
子
は
「
チ
ラ
シ
を
緩
じ
て
家
計
簿
を
作
り
」
、
「
毎
日

の
入
費
を
書
き
込
ん
で
世
帯
を
切
り
詰
め
」
て
「
ヤ
ト
ナ
の

儲
け
の
半
分
く
ら
い
は
貯
金
し
て
い
た
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
c

こ
れ
に
よ
り
、
「
二
年
経
っ
と
、
貯
金
が
三
百
円
を
少
し
超
え
」
、

あ
る
い
は
「
さ
ん
年
経
っ
と
、
や
っ
と
こ
百
円
た
ま
っ
た
」

の
だ
。
こ
う
し
た
蝶
子
の
気
質
は
、
近
世
の
大
阪
か
ら
続
く

「
し
ま
っ
」
の
精
神
に
当
て
は
ま
る
。
江
戸
期
の
鎖
国
令
下

の
大
阪
で
は
、
他
国
と
の
貿
易
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
生
活
態
度
を
引
き
締
め
、
誠
実
に
酪
先
を
続
け

る
ほ
か
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
に
あ
っ
た
大
阪
の
商
人

の
間
に
、
「
使
わ
ぬ
こ
と
も
金
儲
け
」
と
い
う
「
し
ま
っ
」
の

精
神
が
浸
透
し
て
い
っ
た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う

五
%
貯
金
と
い
う
行
為
に
見
出
せ
る
「
し
ま
っ
」
の
精
神
は
、

蝶
子
が
持
つ
〈
通
り
〉
の
性
質
を
言
い
表
し
て
も
い
た
の
だ
。

で
は
、
〈
通
り
〉
の
人
物
で
あ
る
柳
吉
と
蝶
子
が
生
活
を
送
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〈
ミ
ナ
ミ
〉
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
真
銅
正
宏
は
、
道
頓
堀

を
中
心
と
し
た
新
旧
の
大
阪
イ
メ
ー
ジ
の
両
義
性
を
指
摘
し

て
い
る
が
｛
号
、
本
テ
ク
ス
ト
で
は
こ
の
う
ち
「
旧
」
の
部
分

が
前
景
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
様
子
は
、
柳

吉
と
蝶
子
の
食
べ
歩
き
の
中
で
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。

る

木
真
に
う
ま
い
も
ん
食
い
た
か
っ
た
ら
、
「
ぺ
ん
俺
の

後
へ
結
い
て
：
・
」
行
く
と
、
無
論
一
流
の
店
へ
は
は

い
ら
ず
、
よ
く
て
高
津
の
湯
豆
脇
屋
、
下
は
夜
践
の
ド

テ
境
、
粕
鰻
頭
か
ら
、
戎
橋
筋
そ
ご
う
横
「
し
る
市
」

の
ど
じ
ょ
う
汁
と
皮
鯨
汁
、
道
頓
場
相
合
橋
東
詰
「
出

雲
崖
」
の
ま
む
し
、
日
本
橋
「
た
こ
携
」
の
た
こ
、
法

善
寺
境
内
「
正
弁
丹
苔
亭
」
の
関
東
煮
、
千
日
前
常
盤

座
横
「
寿
司
捨
」
の
鉄
火
巻
と
鱗
の
皮
の
酢
味
噌
、
そ

の
向
い
「
だ
る
ま
や
」
の
か
や
く
飯
と
粕
じ
る
な
ど
で
、

何
れ
も
銭
の
か
か
ら
ぬ
い
わ
ば
下
手
も
の
料
理
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
（
七
三
頁
）

こ
こ
で
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
実
を
し
て
い
た
庶

民
的
な
飲
食
店
で
あ
る
（
幻
）
。
ほ
か
に
も
彼
ら
は
、
法
善
寺
の

「
花
月
」
へ
春
田
治
の
落
語
を
聴
き
に
行
っ
た
り
、
下
寺
町

の
竹
本
総
の
も
と
で
浄
瑠
璃
を
う
な
ど
、
〈
通
り
〉
の
世

界
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
〈
ミ
ナ
ミ
〉
は
、

近
世
の
大
阪
を
連
想
さ
せ
る
「
庶
民
の
町
」
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
の
だ
。
だ
が
実
際
の
「
ミ
ナ
ミ
」
は
、
エ
ロ
・
グ
ロ
・

ナ
ン
セ
ン
ス
に
代
表
さ
れ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
が
流
入
し
て

い
た
地
域
で
も
あ
っ
た
（
号
。
こ
の
当
時
の
道
頓
堀
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

電

飾

と

雑

の

交

響

効

。

そ

れ

に

設

の

近

代

味

を

加

へ
て
道
頓
堀
は
、
最
近
、
昭
和
年
代
に
入
る
と
と
も
に
、

一
層
狂
燥
的
乱
舞
時
代
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
も

云
へ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
従
来
の

芝
居
町
と
し
て
の
盛
り
場
の
雰
囲
気
に
加
へ
て
、
大
小

数
十
に
あ
ま
る
カ
フ
エ
ー
の
進
出
に
拠
る
こ
と
無
論
で

あ
っ
て
、
南
側
に
厳
然
伝
統
を
誇
る
五
つ
の
櫓
と
松
竹

座
を
加
へ
る
六
個
の
劇
場
に
対
し
て
、
強
烈
な
る
電
飾

と
ジ
ャ
ズ
の
狂
燥
曲
を
浴
び
せ
か
け
て
、
新
興
カ
フ
エ

ー
は
、
悲
に
人
気
吸
集
の
一
大
挑
戦
を
開
始
し
た
の
で

あ
る
。
（
鉛
）
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布
の
通
り
、
新
し
い
文
化
と
伝
統
的
な
文
化
が
渦
巻
く

場
所
、
そ
れ
こ
そ
が
「
ミ
ナ
ミ
」
で
あ
っ
た
の
だ
。
島
村
輝

は
、
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運

動
の
関
連
性
を
指
摘
し
、
両
者
の
共
通
点
を
「
安
密
ご
と
「
風



俗
」
と
い
う
両
国
か
ら
の
「
壊
乱
」
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て

い
る
が
（

3
0
）
、
テ
ク
ス
ト
内
の
〈
ミ
ナ
ミ
〉
は
「
壊
乱
」
と

は
無
縁
の
「
古
き
良
き
町
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
大
阪
の
新
侶
イ
メ
ー
ジ
の
う
ち
、
「
旧
」
が
強
調
さ
れ
る

こ
と
で
、
「
新
」
の
部
分
が
消
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る

〈
キ
タ
〉
と
〈
ミ
ナ
ミ
〉
は
、
近
世
的
な
〈
通
り
〉
の
性
質

が
前
景
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
〈
東
亙
〉
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

〈
筋
〉
の
性
質
が
削
除
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
夫
婦

善
哉
」
の
物
語
世
界
に
は
、
経
済
や
労
働
運
動
な
ど
の
ア
ク

チ
ュ
ア
ル
な
大
版
の
描
写
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
同
時
代
背
景
と
し
て
の
〈
筋
〉
の
都
市
景
観
の
出
去

は
、
虚
構
の
テ
ク
ス
ト
内
空
間
と
し
て
の
「
庶
民
の
町
」
大

阪
を
浮
上
さ
せ
て
い
る
。
い
わ
ば
本
テ
ク
ス
ト
で
は
、
〈
筋
〉

の
物
語
が
削
削
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
〈
通
り
〉
の
性
質
を
持
つ
柳
吉
は
、
彼
の
出
身

で
あ
る
キ
タ
を
出
入
り
し
、
テ
ク
ス
ト
末
尾
で
蝶
子
の
も
と

に
帰
る
。
し
か
し
、
柳
吉
の
〈
筋
〉
へ
の
眼
差
し
は
、
決
し

て
な
く
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
〈
通
り
〉
と
〈
筋
〉

の
聞
で
葛
藤
を
続
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
一

人
が
法
善
寺
境
内
の
「
め
を
と
ぜ
ん
ざ
い
」

る
場
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

で
善
哉
を
食
べ

碁
盤
の
自
の
敷
に
腰
安
か
け
、
ス
ウ
ス
ウ
と
高
い
音

を
立
て
て
畷
り
な
が
ら
柳
士
口
は
言
っ
た
。
ご
」
、
こ
、
こ

こ
の
善
哉
は
な
ん
で
、
二
、
二
、
二
杯
ず
つ
持
っ
て
来

よ
る
か
知
っ
て
い
る
か
、
知
ら
ん
や
ろ
。
こ
ら
昔
何
と

か
大
夫
ち
ゅ
う
浄
瑠
璃
の
お
師
匠
は
ん
が
ひ
ら
い
た
店

で
な
、
一
杯
山
盛
に
す
る
よ
り
、
ち
ょ
っ
と
ず
っ
こ
杯

に
す
る
方
が
沢
山
入
っ
て
る
よ
う
に
見
え
る
や
ろ
、
そ

こ
を
う
ま
い
こ
と
考
え
よ
っ
た
の
や
」
蝶
子
は
二
人

よ
り
女
夫
の
方
が
良
え
い
う
こ
と
で
っ
し
ゃ
ろ
」
（
九
八

貰
）
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榔
士
口
が
「
沢
山
入
っ
て
る
よ
う
に
見
え
る
」
こ
と
を

ま
い
こ
と
考
え
よ
っ
た
」
と
評
す
る
一
方
で
、
蝶
子
は
ご

人
よ
り
女
夫
の
方
が
出
火
え
い
う
こ
と
で
っ
し
ゃ
ろ
」
と
言
う
。

榔
吉
の
経
済
的
な
視
点
に
対
し
、
蝶
マ
ナ
は
柳
古
口
と
の
つ
な
が

り
を
そ
こ
に
見
て
い
る
の
だ
。

こ
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
語
り
は
常
に
蝶
子
に
寄
り
添
っ
て

い
た
。
蝶
子
の
目
に
は
、
〈
東
区
〉
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中

之
島
の
洋
風
建
築
物
や
モ
ダ
ン
な
道
頓
堀
の
風
景
は
映
っ
て

い
な
い
。
彼
女
に
は
伺
よ
り
も
、
柳
吉
と
と
も
に
暮
ら
す
こ

ア
つ



と
が
最
優
先
で
あ
っ
た
の
だ
。
〈
東
区
〉
の
省
略
に
は
、
柳
吉

と
蝶
子
の
心
的
距
離
を
も
看
取
で
き
よ
う
。

以

上

の

よ

う

に

、

本

テ

ク

ス

ト

で

は

「

庶

民

の

町

」

以

外

の

コ

！

ド

を

抹

消

す

る

こ

と

で

、

ど

こ

か

壊

か

し

い

〈

古

き

良
き
町
・
大
阪
〉
と
い
う
空
気
感
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、

柳

吉

と

蝶

子

の

関

に

心

的

距

離

を

感

じ

さ

せ

る

、

一

種

の

パ

ー
ス
ベ
ク
テ
ィ
、
ヴ
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注

川
上
由
加
里
「
織
凶
作
之
助
『
夫
婦
善
哉
』

i
都
市
の
記
口
す

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
、
平
成
九
・
十
二
、
「
京
都
教
育
大
学

国
文
学
会
報
」
。

（
2
）
橋
本
寛
之
「
虚
構
の
町
織
田
作
之
助
司
夫
婦
普
哉
世
、
『
都

市
大
阪
文
学
の
風
景
』
（
平
成
十
四
・
七
、
双
文
社
出
版
）

所
収
。

（
3
）
杉
浦
明
平
「
余
り
に
戯
作
的
な

i
」
、
昭
和
十
五
・
六
・
十

七
、
「
帝
国
大
学
新
路
」
。

（
4
）
線
本
宣
之
「
漂
流
す
る
〈
私
〉
｜
「
夫
婦
善
哉
」
を
中
心
に

i
h
平
成
ニ
十
二
・
二
、
「
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研

お
ん
」
。

（
5
）（
2
）
と
同
c

橋
本
は
こ
の
中
で
、
「
点
」
を
地
名
あ
る
い
は
停

印
問
所
名
、
「
線
」
を
交
通
網
と
し
て
い
る
。

（

1
）
 

（
6
）
真
鍋
正
宏
は
『
食
通
小
説
の
記
号
学
』
（
平
成
十
九
・
十
一
、

双
文
社
出
版
）
の
中
で
、
「
下
手
物
」
を
「
列
挙
」
す
る
こ
と

で
強
調
さ
れ
る
「
大
阪
ら
し
さ
」
を
指
摘
し
、
そ
の
リ
ズ
ム

感
を
登
場
人
物
に
給
び
つ
け
て
い
る
。

（
7
）
旨
頭
に
「
蝶
子
十
二
歳
」
と
あ
り
、
蝶
子
が
二
十
歳
の
時
に

関
東
大
震
災
（
大
正
十
二
年
）
に
穣
災
し
て
い
る
。
ま
た
、

蝶
子
が
十
七

1
二
十
歳
の
問
に
一
一
一
十
一
歳
の
柳
士
口
と
出
会
い
、

末
尾
の
穫
士
口
宛
の
椀
士
ロ
の
手
紙
に
「
自
分
も
も
う
四
十
三
歳

だ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

（
8
）（
2
）
に
お
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
図

2
参
照
。

（
9
）
大
阪
府
編
『
大
阪
百
年
史
』
、
昭
和
国
十
三
・
六
、
大
阪
府
。

（
叩
）
問
問
中
前
健
「
日
本
三
文
オ
ペ
ラ
円
昭
和
三
十
四
・
一

e

七
、
「
文

学
界
」
。
な
お
、
引
煎
は
新
潮
文
庫
版
（
一
二
八
頁
）
に
拠
っ
た
。

（
日
）
大
阪
砲
兵
工
廠
慰
霊
祭
世
話
人
会
編
『
大
阪
砲
兵
工
廠
の
八

月
十
四
日

i
歴
史
と
大
空
襲
』
、
昭
和
五
十
八
・
八
、
東
方
出

版。

（
は
）
新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
修
大
阪
市
史
第
三
巻
同

平
成
一
冗
・
三
、
大
阪
市
。

（
日
）
大
阪
市
東
区
役
所
『
東
区
史
第
一
二
巻
経
済
篤
円
昭
和
十

六
・
十
二
、
清
文
堂
。

（
日
）
（
9
）
と
向
。

（
日
）
（
日
）
と
向
。
東
区
に
は
藤
本
、
益
田
、
野
村
な
ど
が
あ
っ

た
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（
同
）

北
尾
錬
之
助
円
近
代
大
仮
匂
昭
和
七
・
十
二
、
制
郎
元
社
、

二
六
一
一
一
頁
。
な
お
本
稿
で
は
、
復
刻
版
（
平
成
元
・
一
二
）
を

参
照
し
た
。

（
打
）
こ
の
背
景
に
は
、
梅
田
釈
を
中
心
と
し
た
「
キ
タ
」
の
開
発

が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
（
岡
本
良
一
・
守
口
径
毅
編
司
明
治

大
豆
大
阪
図
誌
第
十
一
巻
大
阪
』
、
昭
和
五
十
三
・
九
、
筑

摩
審
房
）
。

（
出
）
（
9
）
と
向
。

（
叩
）
（
9
）
と
問
。

（
却
）
（
日
）
と
向
。

（
刊
）
（
9
）
と
問
。
近
設
で
は
、
問
中
庭
と
仲
買
は
区
別
さ
れ
て
お
り
、

仲
貿
は
間
同
出
展
と
小
売
人
、
あ
る
い
は
生
産
者
・
荷
、
王
一
と
の
慌

に
立
ち
、
自
分
の
名
前
で
大
量
取
引
を
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
四
年
に
巌
屋
敷
が
廃
止
さ
れ
て
以
降
、
問
屋
と
仲
買
と

の
営
業
は
混
同
し
、
小
売
に
対
し
て
こ
れ
を
卸
売
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
る
。

（
幻
）
（
1
）
と
問
。

（
竹
山
）
（
9
）
と
向
。

（
糾
）
（
9
）
と
向
。

（
お
）
香
村
菊
雄
『
定
本
船
場
も
の
が
た
り
』
、
昭
和
六
十
一

て
創
元
社
。

真
鍋
正
宏
「
大
阪
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
、
真
鍋
正
宏
編
円
コ
レ

ク
シ
E

ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
第
二
十
巻
大
阪
の
モ
ダ
ニ

（部）

ズ
ム
』
（
平
成
十
八
・
五
、
ゆ
ま
に
蛍
官
房
）
所
収
。

こ
れ
ら
の
店
名
は
、
松
崎
天
民
吋
京
阪
食
べ
あ
る
記
』
（
昭

和
六
・
一
、
誠
文
堂
、
（
却
）
所
収
）
の
中
に
も
見
受
け
ら

れ
る
。

（
却
）
橋
本
寛
之
も
「
織
凶
作
之
助
明
夫
婦
善
哉
』
論
」
（
平
成
四
・

ム
ハ
、
「
阪
南
論
集
人
文
・
科
学
編
」
）
の
中
で
、
同
様
の
指
織

を
し
て
い
る
。

（
却
）
日
比
繋
治
郎
司
道
頓
堀
通
』
、
昭
和
五
・
九
、
四
六
番
院
、

一
一
一
四
五
頁
、
（
部
）
所
収
。
例
え
ば
、
赤
一
ふ
れ
一
食
堂
や
ユ
ニ
オ

ン
、
法
一
六
人
皮
な
ど
。
ま
た
、
松
竹
座
に
は
キ
ネ
マ
館
が
併
設

さ
れ
て
い
た
。

（
初
）
島
村
輝
「
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
」
、
島
村
輝
編
『
コ

レ
ク
シ
ヨ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
第
十
五
巻
エ
ロ
・
グ
ロ
・

ナ
ン
セ
ン
ス
』
（
平
成
十
七
・
十
、
ゆ
ま
に
書
房
）
所
収
。

（
幻
）
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〔
付
記
〕

本
文
の
引
用
は
、
明
定
本
織
田
作
之
助
金
集
第
一
巻
』
（
昭
和
五
十

一
・
凶
、
文
泉
裳
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
出
字
は
適
宜
新
学
に
改
め

た
。
な
お
、
図

2
に
掲
載
し
た
地
図
は
、
思
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ

ー

所

蔵

地

図

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

内

の

「

大

板

市

街

大

地

図

」

十

（
ま
石
一
ミ
Z
5・
5
n
Y
5
5
M－
同
口
・
〕

M
U
K
Y
H
N己
＼

MHHM由
明
白
血
＼
凶
品
。
品
川
富
山

y
Z
H
H
M
ご

を
も
と
に
、
論
者
が
説
明
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。


